
江津本町まち歩きイベント
「ふらり」への想い

ふらり実行委員   藤田  貴子
（ふじた・たかこ）

　江津本町は、古くから江の川の舟運と日本海の海運の
要所として栄え、寛文年間に上方航路が開かれると北前
船の寄港地や天領米の積出港として川岸には4、50隻の
帆船が林立し、浜田で入港を待ち合わせる船がある程の
混雑ぶりであったと言われます。この川岸から町中に向け
て多くの廻船問屋の蔵屋敷が軒を並べ、その中心を山陰
道が貫き東は大森銀山、西は浜田へと向かっており、陸路、
海路そして陰陽を結ぶ大動脈であった江の川の河の道な
どの交通接点として経済的な発展をし、当時は大森銀山
に次ぐ石見第二の賑わいを見せる石州赤瓦の光り輝く天
領の町でした。
　私は江津本町の近くで産まれ育ったので、小学校６年間
は毎日歩いて本町を通っていました。また、同級生も多く
住んでいましたので古い小道が私達の遊び場でした。中
学・高校と進学する頃には本町に行くことも少なくなり、
興味や憧れは都会に向いていました。大学時代にイギリス
のロンドンに留学する機会があり、ロンドンの古い町並み
を活かした生活やそこで開催されるマーケット・ギャラ
リー、音楽イベントなど沢山の刺激に出会いました。私は
学生時代、将来何がしたいのか？自分にどんな可能性が
あるかなど全くわからなかったのですが、ロンドンでの体
験で『もし小さい頃にこんな環境が周りにあったら、私の
将来や選択肢は変わっていたかも!?』っと思い、そこで体
験した事などを全て生まれ故郷である江津に持って帰りた
い！と思ったのを覚えています。
　それから県外に就職し、結婚と共に江津に帰ってきたと
きに改めて江津本町に訪れてみると、江戸時代の和風建

築に加えて、大正・昭和の洋風建築が入り交ざった素敵
な町だと気づき、またその建物や街並みの歴史や解説を
聞いたときに、江津にもこんなお宝があるのだ！と感動し
ました。しかし同時に、古くなり住んでいない建物は取り
壊されて、歯抜けの様になっており、国道から入った地区
は江津に住んでいる同世代の方には知られていない地区
になっていると気づきました。そこで、有志でまずは江津
本町に素敵な街並みが広がっていることを知っていただこ
う！っと、2006年本町の象徴的な洋風建築の旧郵便局の
後ろの空き地を使って小さなマーケットと街歩きを開催す
ることを企画しました。その時は本町では７店舗と小さな
市でした。一番初めにこのイベントを20代～40代の有志
でやりたいと町の方に相談した時、『とにかくやってみたら
いい！ただ、続けることが大切だ！』っと言われました。そし
て今年も５月に11年目の江津本町ふらり歩きが開催され
ます。１回目７店舗だった市も今では約40店舗近くあつま
り、本町に点在する歴史的な建物や古民家を借りてエリア
全体でのイベントに成長しました。この11年の間に、旧郵
便局や旧役場などが改修されました。イベントは、毎年テー
マを決め『幕末・大正ロマン』などの時代に思いを馳せな
がら、スタンプラリーなどでまち歩きを楽しんで頂けるよ
うに企画しています。また、本町にはカフェやゲストハウス
などもでき、今では江津本町を知っている方が増えました。
今後は知っていただくだけではなく、街の方と連携しなが
ら未来につながるきっかけとなるイベントにしていきたい
と思っています。

かぶサラダ
健康レシピ

　「津田かぶ」は、松江市東部の津田地区で昔から栽培されています。元々は“日野菜かぶ”という滋
賀県で栽培されているものですが、江戸時代の参勤交代の際、松江に持ち込まれて「津田かぶ」へ改
良されたと伝えられています。根形は勾玉状、色は土から抜き出ている部分のみが明るい紫色をし
ており、食感は甘さとシャキシャキ感があることが特徴です。松江では「津田かぶ」を“はで干し”にし
て、ぬか漬けしたものが有名ですが、今回は津田かぶを使ったサラダをご紹介致します。

「かぶサラダ」の作り方

★津田かぶ(白かぶでも可)
★ハム
★貝割れ大根または三つ葉
★塩
★和風のドレッシング
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240g
40g
少量
0.4g
25g

□材料（4人分）

１人前 

38kcal
①  津田かぶは皮を剥き、薄めの銀杏切りにする。
②  ①に塩を振りなじませ、しばらく置いて水分を
出す。

③  ハムを2～3㎜幅の短冊切りにする。
④  貝割れ大根またはみつばを小さ目に切る。
⑤  ②を軽く絞って水気を切ったら③④を加え、
お好みの和風のドレッシングで和えて完成。

　平成28年度医療従事者研修会には、毎回多数のご参加
をいただき誠にありがとうございました。下記の内容で
合計10回実施し、延べ606名で1回平均60名の参加者が
ありました。参加者の皆様のアンケートへのご協力によ
り、今後の研修会テーマについてのご希望を伺いました
ので参考にさせていただき、次年度の研修会計画をご案
内する予定です。来年度も皆様の多数のご参加をお待ち
しております。

平成28年度
地域医療従事者研修会実績報告 地域医療連携室  看護師長   久代  玲子

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

ショッピングリハビリについて

感染予防対策
感染経路別予防策

退院調整　事例検討会
地域との連携

脳卒中と再発予防について

糖尿病と腎臓病の食事のポイント

テーマ
がん患者の疼痛管理
ＰＣＡポンプを用いた在宅疼痛管理
（患者自己管理鎮痛法）

高齢者の症状観察について

高齢者の薬の管理と副作用について

褥瘡予防  スキンケアとマットの選択について

床上全介助を要するケースへの
関節拘縮予防とポジショニング

10月26日（水）

11月17日（木）

12月  8日（木）

１月19日（木）

２月16日（木）

実施日

４月21日（木）

５月19日（木）

６月16日（木）

７月21日（木）

９月15日（木）

参加者

51名

49名

49名

41名

58名

50名

89名

82名

65名

72名

リハビリテーション科
光プロジェクト（株） 杉村　卓哉　作業療法士
感染管理認定看護師
渡邉　正美　副看護師長
地域包括ケア病棟　地域医療連携室
訪問看護ステーション（ほっと）
介護支援専門員（みたけや）
脳卒中リハビリテーション看護  認定看護師
折口　智美　看護師
栄養管理室
酒永　智子　栄養管理室長

講師（または担当）

麻酔科 土井　克史　診療部長
緩和薬物療法認定薬剤師 熊谷　岳文　薬剤師

西谷　有子　診療看護師

薬剤部 
高橋　俊樹　薬剤師

リハビリテーション科
岩根　寛　作業療法士

皮膚・排泄ケア認定看護師
今若　育穂　副看護師長
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